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13Cパルスラベリング実験を用いたモンゴル森林域におけるシベリアカラマツの樹体内炭素転流と配
分量の推定
Estimation of carbon translocation and allocation in Siberian larch saplings at Mongolian
forest using 13C pulse-labeling experiment
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タイガ林南限域であるモンゴル北部森林域では、近年の急激な環境変動を背景に樹木年輪幅時系列データを用
いて樹木成長量の解析が行われてきた。これまでに、近年の厳しい乾燥イベントがこの地域に生育するシベリ
アカラマツ（以下、カラマツ）の成長量低下を引き起こしている可能性が指摘されている。しかしながら、こ
の地域に生育するカラマツの乾燥ストレスへの生理学的応答に関する知見は未だ不足している。また、カラマ
ツがどのように炭素を樹体内で各部位に配分し、夏期降水量200～300mm程度の乾燥環境下で生育しているのか
については未だ明らかになっていない。そこで本研究では、近年のカラマツの樹体内炭素アロケーションを明
らかにし、より詳細なカラマツの生理学的応答の情報を得るために、13Cパルスラベリング実験をモンゴル北東
部のウランバートルから南東55.8 kmに位置するKTサイト（47.7N, 107.6E）で実施した。 
13Cパルスラベリング実験は合計29個体のカラマツの若木を対象に2014年6月中旬及び8月上旬の計2回実施し
た。各実験において最長約1年の追跡期間を設け、2014年夏期から2015年夏期後半までの樹体内炭素アロ
ケーションを調べた。 
2014年6月実験由来13Cのほとんどは、落葉直前まで葉に存在し、他部位への炭素配分量は小さかった。8月実験
由来13Cは葉内に取り込まれた後、素早く各部位へ転流し、6月実験と比較して多くの13Cが根部へと配分されて
いた。これは翌年の成長に向けた炭素貯蓄であると考えられる。実際に、翌年（2015年）の展葉には、8月実験
由来13Cがより多く使用されている可能性が示唆された。
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